
評価項目 平均 評価 学校評価 第三者評価委員
ご意見

学生 ①
守秘義務を厳守し、対象の個人情報を適切に扱うことがで
きる

3.9 Ａ

教員 ①
守秘義務を厳守し、対象の個人情報を適切に扱うよう指導
している

4.0 Ａ

学生 ②ケアの実施時にはプライバシーの保護ができる 3.7 Ａ

教員 ②
ケアの実施時にはプライバシーの保護の必要性を指導して
いる

4.0 Ａ

学生 ①対象者の価値観や生活背景を考えて看護を計画できる 3.4 Ｂ

教員 ①
対象者の価値観や生活背景を考えて看護を計画するよう指
導している

3.9 Ａ

学生 ②受け持ちの患者以外ともコミュニケーションがとれる 3.3 Ｂ

教員 ②
受け持ちの患者以外ともコミュニケーションがとれるよう
指導している

3.3 Ｂ

学生 ①
ケアについて十分に説明し、対象者の意思決定を支えられ
る

3.4 Ｂ

教員 ①
ケアについて十分に説明し、対象者の意思決定を支えるよ
う指導している

3.8 Ａ

学生 ②学生として、安全上行ってはいけないことがわかる 3.8 Ａ

教員 ②
学生として、安全上行ってはいけないことがわかるよう指
導している

4.0 Ａ

学生 ③
実施した看護のプロセスや結果と対象者の全体像を結び付
けて評価できる

3.1 Ｂ

教員 ③
実施した看護のプロセスや結果と対象者の全体像を結び付
けて評価するよう指導している

4.0 Ａ

学生 ④
対象者の反応が予測と異なるときに、教員や指導者に相談
できる

3.5 Ａ

教員 ④
対象者の反応が予測と異なるときに、教員や指導者に相談
するよう指導している

4.0 Ａ

学生 ①
自己の看護を振り返り、自己の課題に取り組むことができ
る

3.3 Ｂ

教員 ①
自己の看護を振り返り、自己の課題に取り組むことができ
るよう指導している

3.9 Ａ

学生 ②
専門職として生涯にわたり学習を続け、成長していくために自己
を評価し、管理していく重要性について理解できる

3.5 Ａ

教員 ②
専門職として生涯にわたり学習を続け、成長していくために自己
を評価し、管理していく重要性について指導している

3.8 Ａ

学生 3.2 Ｂ

教員 4.0 Ａ

学生 3.4 Ｂ

教員 4.0 Ａ

学生 3.5 Ａ

教員 3.9 Ａ

学生 3.4 Ｂ

教員 3.9 Ａ

学生 3.5 Ａ

教員 3.8 Ａ

学生 3.4 Ｂ

教員 3.6 Ａ

　社会人としてのスキル
をつけるための必要性を
理解し実践できているた
め、指導の成果がでてい
ると考える。
　指導者、チームと相談
したり支援を求めたりし
ている点は、コミュニ
ケーションがとれていて
良いと思う。

②他者と
協働で
き、社会
人として
のスキル
を身につ
けた人材
を育成す
る

6

他職種の役割を理解したうえで看護職者としての役割を果た
すことができる

チームの一員としてより良い看護を実践するために、他者に
支援を求められるよう指導している

10

看護を実践するために常に自己の健康状態に留意している

看護を実践するために常に自己の健康状態に留意するよう指
導している

　学生・教員の評価は
すべて３以上であり、
社会人としてのスキル
を身につけようと努力
していると考えられ
る。

　番号10については、
教員は健康管理をする
よう十分な指導を心掛
けてはいるが、学生の
認識が甘いことがわか
る。

他職種の役割を理解したうえで看護職者としての役割を果た
せるよう指導している

7

対象者の健康問題の解決・回避に必要な情報をチームメン
バーと共有することができる

対象者の健康問題の解決・回避に必要な情報をチームメン
バーと共有できるよう指導している

8

対象者の健康問題の解決・回避に向けてチームメンバーと協
働することができる

対象者の健康問題の解決・回避に向けてチームメンバーと協
働できるよう指導している

9

チームの一員としてより良い看護を実践するために、他者に
支援を求めることができる
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1  グラデュエーションポリシー

評価内容

①看護師
としてふ
さわしい
倫理観を
もった人
材を育成
する

1

　学生・教員の評価は
すべて３以上となって
おり、倫理観の育成は
できていると考えられ
る。

　番号３－③について
は、教員と学生の差が
大きい。教員は看護の
プロセスや結果を全体
像に結び付けて評価で
きるよう指導している
が、学生には看護を振
り返り、結び付けるこ
とが難しいようであ
る。

　番号２－②について
は、昨年度は教員評価
がCであったが、Bに改
善している。病院内の
感染症対策が緩み、受
け持ち患者以外との接
点が持てるようにな
り、班内の各受け持ち
患者の情報共有やペア
でケアをするようにし
ているためと思われ
る。

2

3

4

5

看護の実践をよりよくするために創意工夫することができる

看護の実践をよりよくするために創意工夫するよう指導して
いる

最も近いと思う番号を選択してください
　　４：とてもそう思う　３：そう思う　２：あまりそう思わない　１：全くそう思わない

評価　Ａ：3.5以上　　Ｂ：3.0～3.4　　Ｃ：2.5～2.9　　Ｄ：2.0～2.4　　Ｅ：1.9以下

　倫理観の育成の項目に
ついて、学生・教員とも
に良い評価であることが
喜ばしいことである。
　番号５の項目におい
て、学生・教員間の評価
に0.8の乖離がみられ
る。毎日の看護ケアの実
践が日々の創意工夫であ
ることを学生に感じさせ
る必要がある。
　番号３－③の項目は倫
理観の評価項目にするよ
り、評価項目③にする方
がふさわしい。
　学生は教員の指導に応
じてしっかりと取り組ん
でいると思う。
　２－①、３－③は今後
経験を積んで行く中で学
生が意識して計画や評価
ができるように取り組
み、成長して欲しい。
　４－②では、PDCAサイ
クルの意義が理解でき、
実践できていることは良
いことだと思う。
　学生の方が評価が低い
のは、知的で客観的に見
ることができていると考
える。



評価項目 平均 評価 学校評価 第三者評価委員
ご意見

学生 3.4 Ｂ

教員 3.8 Ａ

学生 3.1 Ｂ

教員 4.0 Ａ

学生 3.5 Ａ

教員 4.0 Ａ

学生 3.2 Ｂ

教員 4.0 Ａ

学生 3.3 Ｂ

教員 4.0 Ａ

学生 3.1 Ｂ

教員 3.9 Ａ

学生 3.3 Ｂ

教員 4.0 Ａ

学生 3.2 Ｂ

教員 4.0 Ａ

学生 2.7 Ｃ

教員 3.6 Ａ

学生 3.7 Ａ

教員 3.9 Ａ

学生 3.3 Ｂ

教員 3.8 Ａ

学生 ①
興味関心を持ったことを文献やインターネットを適切に活
用し、納得がいくまで調べている

3.2 Ｂ

教員 ①
興味関心を持ったことを文献やインターネットを適切に活
用し、納得がいくまで調べるよう指導している

3.6 Ａ

学生 ②
自分の考えを文献などを活用しながらまとめ、対象者に伝
えられる

2.9 Ｃ

教員 ②
自分の考えを文献などを活用しながらまとめ、対象者に伝
えられるよう指導している

4.0 Ａ

学生 2.5 Ｃ

教員 4.0 Ａ

学生 3.1 Ｂ

教員 4.0 Ａ

　知識・技術の定着と豊
かな心の育成の項目につ
いて、学生・教員ともに
良い結果がでていること
はすばらしい。
　番号12・14のように、
アセスメントを苦手とす
る学生は多いと思うの
で、全体像等を利用しア
セスメントできるよう指
導する必要がある。
　番号15・16・17・18
は、前の頁の２－①・３
－③と同様に「対象者」
をしっかり捉えることの
難しさを感じます。

　番号19については、専
攻科２年間だけで指導し
ようとしても難しい。５
年一貫の強みを生かし、
高校の一般教科と連携し
ながら指導する必要があ
る。

　番号23について学生は難しい
と評価している。これについて
は客観的に物事を捉えるのが難
しいのか、道筋を立てるのが難
しいのか、看護上への問題を解
決するのが難しいのか、これら
1つ1つを振り返り指導する必要
がある。
　挨拶や情報交換などのコミュ
ニケーションはよくできている
のではないか。Cがついている
ところは、まだまだ自信がない
のではないか。卒後に伸ばして
いけると思う。
昨年度の評価よりも随分と低い
ので、自信不足によるものか、
能力によるものか、自己評価が
厳しいのかの分析をしてほし
い。

　番号19にCがついてい
る。昨年の学生評価はBで
あったがCとなった。さら
に社会に対しての関心が
薄れてきてきる。教員は
関心が向くように指導し
ているが、学生は関心が
ないようである。日頃か
ら目を向けるよう授業の
中で教材として使用した
り、HRなどで取り上げて
いく工夫が必要である。

社会情勢やその変化に関心が向くよう指導している

20

人々の健康に関わる職業についていることの責任を自覚して
いる

人々の健康に関わる職業についていることの責任を自覚でき
るよう指導している

21

職業上の問題を解決するために看護学の知識や理論を深める
努力をしている

職業上の問題を解決するために看護学の知識や理論を深めら
れるよう指導している

18

家庭、労働、学習環境など、対象が生活する場を理解したう
えで看護を実践できる

家庭、労働、学習環境など、対象が生活する場を理解したう
えで看護を実践できるよう指導している

　昨年より学生評価は
やや下がっているが、
３以上はある。

　番号12・14ついて
は、教員は十分に指導
してようとしている
が、まだまだアセスメ
ントを苦手とする生徒
が多いことがわかる。

　質問16については、
病院や施設に家族が来
院することが少なく、
考えられたとしても実
践まで至っていないと
考えられる。

　教員の評価はほぼ４
がついており、今後も
知識の定着・技術の向
上を目指し、また一番
育ってほしい看護の心
が身につけられるよう
指導していきたい。

評価内容

13

⑤自分の
意見をも
ち、自ら
考えて看
護ができ
る人材を
育成する

22

　番号22－②・23でCがつ
いている。23では、教員
は客観的に患者をみて正
確な看護問題を挙げ看護
できるよう指導している
と答えているが、学生は
まだまだ難しいようで22
人が２・１をつけてい
る。しかし、ここは卒後
に強化される部分でもあ
るとも考えられる。今後
も臨床指導者と協力し、
学生が順序立てて看護上
の問題を挙げられるよう
にし、個別性のある看護
が修正しながらも提供で
きるよう導いていきた
い。

23

客観的に物事をとらえ筋道を立てて看護上の問題を解決でき
る

客観的に物事をとらえ筋道を立てて看護上の問題を解決でき
るよう指導している

24

自己評価を行い、評価に基づいて学習を継続している

自己評価を常に行い、評価に基づいて学習を継続できるよう
指導している

④予測困
難な時代
に適応
し、自己
研鑽がで
きる人材
を育成す
る

19

社会情勢やその変化に関心を向けている

16

対象者の家族や重要他者を含めて看護を実践できる

対象者の家族や重要他者を含めて看護を実践できるよう指導
している

17

対象者がもつ様々な生活背景を理解したうえで看護を実践で
きる

対象者がもつ様々な生活背景を理解したうえで看護を実践で
きるよう指導している

③専門的
な知識・
技術を身
につけ、
豊かな心
をもつ人
材を育成
する

原理・原則に基づいて対象に安全かつ安楽な看護を提供でき
る

原理・原則に基づいて対象に安全かつ安楽な看護を提供でき
るよう指導している

14

看護学・医学などの専門的知識に基づいて対象の健康問題を
把握できる

看護学・医学などの専門的知識に基づいて対象の健康問題を
把握できるよう指導している

15

対象者の発達段階に関心を向けながら、日々の看護を実践で
きる

対象者の発達段階に関心を向けながら、日々の看護を実践で
きるよう指導している

11

対象者の意思や価値観、ライフスタイルなどを考慮して看護
を実践できる

対象者の意思や価値観、ライフスタイルなどを考慮して看護
を実践できるよう指導している

12

対象者の健康状態を把握するために情報を多角的に収集しア
セスメントできる

対象者の健康状態を把握するために情報を多角的に収集しア
セスメントするよう指導している



評価項目 平均評価 学校評価 第三者評価委員
ご意見

学生 3.2 Ｂ

教員 3.6 Ａ

学生 3.3 Ｂ

教員 3.8 Ａ

学生 3.5 Ａ

教員 3.6 Ａ

学生 3.2 Ｂ

教員 3.4 Ｂ

学生 3.5 Ａ

教員 3.5 Ａ

学生 3.4 Ｂ

教員 3.4 Ｂ

学生 3.2 Ｂ

教員 3.1 Ｂ

学生 3.1 Ｂ

教員 3.3 Ｂ

学生 3.2 Ｂ

教員 3.3 Ｂ

学生 3.3 Ｂ

教員 3.6 Ａ

学生 3.3 Ｂ

教員 3.6 Ａ

学生 3.1 Ｂ

教員 3.4 Ｂ

学生 3.4 Ｂ

教員 3.6 Ａ

学生 3.1 Ｂ

教員 3.3 Ｂ

学生 3.3 Ｂ

教員 3.6 Ａ

学生 3.3 Ｂ

教員 3.5 Ａ

学生 3.3 Ｂ

教員 3.5 Ａ

③地域で働
く方々と連
携し、地域
理解や地域
貢献の意識
を高める授
業を展開す
る

9

地域を活用した実習施設が充実している

地域を活用した実習施設が充実するよう工夫している

10

②専門的
な知識の
定着を図
れるよ
う、実践
的な演習
やＩＣＴ
を活用し
た授業実
践、段階
をふんだ
授業展開
を行う

4

カリキュラムの難易度は段階的に進められるように編成され
ている

カリキュラムの難易度は段階的に進められるように編成され
るよう工夫している

5

専門的な知識が身につく授業が展開されている

専門的な知識が身につくような授業展開を工夫している

6

専門的な技術が身につく授業が展開されている

専門的な技術が身につくような授業展開を工夫している

7

個別指導・進路相談など学生をサポートする体制が整ってい
る

個別指導・進路相談など学生をサポートする体制を整えてい
る

8

先生に学習や心身の健康上の悩みを相談しやすい

先生に学習や心身の健康上の悩みを相談しやすい体制を整え
ている

グラデュエーションポリ
シーに比べ、カリキュラ
ムポリシーの教員評価に
B評価が多くみられる。
これは、カリキュラムに
対して教員が納得してい
ない部分があるのではな
いかと思う。５年一貫教
育を活かし、さらなる工
夫を期待したい。
　番号７・８について教
員の評価が低いことが気
になる。時間的余裕がな
いのか、環境が整ってい
ないのか、検討が必要で
あると考える。
　教員と学生の認識のず
れがみられないので、今
後の双方の努力が続けら
れたら良い。
　番号12については、高
校３年間で基礎的・基本
的な知識の定着をどのよ
うに身につけていくの
か、活かしていくのか大
切だと思う。
　新カリキュラムの重点
項目をしっかりと押さえ
ておく必要がある。
　学生と教員の評価が近
似している。不十分であ
るところを同じように感
じている。評価が低いと
ころは新カリキュラムで
改善点を見つけると、学
生は学びの深さを感じる
ことができ、自信につな
げることができる。

地域で暮らす人々との交流により自己の役割を認識すること
ができるよう工夫している

　カリキュラムポリ
シーではすべての３以
上の評価がついてお
り、教員と学生の差が
少ない。

　番号７・８の平均が
教員・学生ともに3．
代前半で、相談しづら
かったり、頼りきれな
いところが見受けられ
る。今後、環境づくり
をしていきたい。

　番号12についても、
3．代前半の評価がつ
いている。５年一貫校
での縦のつながりは大
切にしたいと考えるた
め、事前に課題を出し
たり、既習知識の確認
テストを行う、授業内
で知識を再確認しなが
ら進めていくなどの工
夫をしていきたい。
　
　グラデュエーション
ポリシーも踏まえて
PDCAサイクルをまわ
し、カリキュラムポリ
シーに沿った教育活動
が実践できるよう整え
ていく。今後も、継続
してICTの活用や主体
的・対話的で深い学び
の実現ができるよう、
加えて各科目の横断的
なつながりも意識し、
カリキュラムの構成を
していきたい。

　来年度は、新カリ
キュラムで育つ学生が
対象となるため、評価
を明らかにしていきた
い。

自分から学習するように課題を提供する工夫をしている

評価内容

⑤真摯に
患者に向
かう姿勢
と専門的
な知識の
活用に
よって、
臨機応変
に対応し
看護を実
践する能
力を育成
する

15

自己の看護実践を振り返り、看護を深めながら学習が進めら
れるように配慮されている

自己の看護実践を振り返り、看護を深めながら学習が進めら
れるように配慮している

16

地域で働く専門職による授業が充実し、地域医療が理解でき
るよう整っている

地域で働く専門職による授業が充実し、地域医療が理解でき
るよう整えている

④外部や
地域で暮
らす人々
との交流
や臨地実
習によ
り、人間
的な成長
を促す

11

わかりやすい授業が展開されている

学習内容の理解や知識を定着させるために、わかりやすい授
業を展開している

12

高校課程で学んだことを活かしながら学習が進められている

高校課程で学んだことを活かしながら授業を展開している

13

多様な患者に対応できるよう、配慮されている

実習施設や関係施設などとの連携ができている

実習施設や関係施設などと連携し、看護実践能力の育成を
図っている

病院や施設での実習内容が充実している

病院や施設での実習内容が充実するよう工夫している

14

多様な患者に対応できるよう配慮している

17

地域で暮らす人々との交流により自己の役割を認識すること
ができるよう工夫されている

①自ら学
ぶ姿勢を
身につ
け、主体
的に問題
を解決す
る能力を
育成する

1

自分から学習するように課題が提供されている

学習するための教材や図書は十分である

学習するための教材や図書が十分活用できるように働きかけ
ている

２　カリキュラムポリシー

最も近いと思う番号を選択してください
　　４：とてもそう思う　３：そう思う　２：あまりそう思わない　１：全くそう思わない

評価　Ａ：3.5以上　　Ｂ：3.0～3.4　　Ｃ：2.5～2.9　　Ｄ：2.0～2.4　　Ｅ：1.9以下

2

問題を明確にし、解決する力がつくような授業が展開されて
いる

問題を明確にし、解決する力がつくような授業を展開してい
る

3


